
［標準様式例７-２］

契 約 変 更 年 月 日 令和6年6月28日

契 約 業 者 名 三井共同建設コンサルタント株式会社　北関東事務所

契 約 業 者 の 住 所 埼玉県さいたま市大宮区仲町2丁目28番地3

業 務 の 名 称 Ｒ４国道１２１号日光川治防災詳細設計業務

業 務 場 所
自）栃木県日光市五十里
至）栃木県日光市川治温泉滝

業 種 区 分 土木関係建設コンサルタント業務

業 務 概 要

履 行 期 間 （ 自 ） 令和5年9月26日

履 行 期 間 （ 至 ） 令和6年9月30日

変 更 前 の 契 約 金 額 １１０，８２５，０００円（税込み）

変 更 金 額 ＋１９，３６０，０００円（税込み）

変 更 後 の 契 約 金 額 １３０，１８５，０００円（税込み）

変 更 理 由

（第２回）契約変更の内容

（変更した内容について
記述する）

１．基準点測量：数量変更（増工）する
２．現地測量：数量変更（増工）する
３．路線測量：数量変更（増工）する
４．一般構造物詳細設計：箱形函渠を数量変更（減工）する
５．大型ブロック積み擁壁：数量変更（減工）する
６．補強土：数量変更（減工）する
７．切土補強土工詳細設計：数量変更（増工）する
８．橋梁詳細設計：数量変更（増工）する
９．仮橋・仮桟橋詳細設計：数量変更（増工）する
１０．工事用道路詳細設計：数量変更（増工）する
１１．構造形式概略検討：数量変更（増工）する
１２．排砂管付け替え概略設計：数量変更（増工）する
１３．BIM/CIM適用業務：数量変更（増工）する

　橋梁設計に伴い工事用道路の整備が必要とることが判明し、工
事用道路設計のため、基準点測量、現地測量、路線測量、工事用
道路詳細設計を増工するここととなった。
　構造検討を行った結果、一般構造物詳細設計（箱形函渠）、大
型ブロック積擁壁、補強土、切土補強土工詳細設計、橋梁詳細設
計、仮橋・仮桟橋詳細設計を変更することとなった。
　数量精査により、構造形式概略検討、排砂管付け替え概略設計
を増工することとなった。
　協議の結果、BIM/CIM適用業務を増工することとなった。



［標準様式例７-２］

契 約 変 更 年 月 日 令和6年9月25日

契 約 業 者 名 三井共同建設コンサルタント株式会社　北関東事務所

契 約 業 者 の 住 所 埼玉県さいたま市大宮区仲町2丁目28番地3

業 務 の 名 称 Ｒ４国道１２１号日光川治防災詳細設計業務

業 務 場 所
自）栃木県日光市五十里
至）栃木県日光市川治温泉滝

業 種 区 分 土木関係建設コンサルタント業務

業 務 概 要

履 行 期 間 （ 自 ） 令和5年9月26日

履 行 期 間 （ 至 ） 令和6年10月31日

変 更 前 の 契 約 金 額 １３０，１８５，０００円（税込み）

変 更 金 額 　　　＋９２４，０００円（税込み）

変 更 後 の 契 約 金 額 １３１，１０９，０００円（税込み）

変 更 理 由

（第３回、最終）契約変更の内容

（変更した内容について
記述する）

・落石防護網概略検討を追加する。
・工期を令和６年１０月３１日までとする。

　現地踏査の結果、地形・地質状況から施工中の安全対策が必要
と考えられることから、落石防護網概略検討を追加する。
　上記増工の結果、工期を３１日間延期し、令和６年１０月３１
日までとする。


